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淡路島竹灯籠 ～晩秋から初冬 幻想のあかり～ 

 

平成 28年度から令和元年度まで淡路島内６地域にて切り出した竹を棚田や境内等に数百

個並べ、LEDライトによる幻想的な空間を演出する「淡路島竹灯籠」を開催してきました。

しかし、コロナ禍により令和２年度から開催中止を余儀なくされており、今秋４年ぶりに淡

路市５地域で再開します。 

再開にあたり、「里山」と「街中」をつなぐ兵庫県の「関係人口活用モデル事業」を活用

し、都市部から竹の切り出しや竹灯籠の設置等の準備作業並びに SNS等での情報発信に協力

いただく街中ボランティアを募り、地域外の住民との交流と協働により実施します。 

ついては、街中ボランティアによる竹灯籠設置等の協力により、下記のとおり実施しま

す。 

 

記 

 

１ 淡路島竹灯籠の開催日   ※小雨決行、雨天中止 

日時 地域 場所 周辺イベント、ふる

まい等 

令和５年 11月 11日（土） 

17:00～20:00 

五斗長 五斗長垣内遺跡 

淡路市黒谷 1395-3 

・玉ねぎスープふる

まい 

・11 月 12日（日） 

五斗長遺跡祭 

令和５年 11月 14日（火） 

17:00～20:00 

摩耶 鷲峰寺参道入口 

～摩耶山展望所 

淡路市野田尾 1064 

・ごぼう茶ふるまい 

・地元野菜の販売 

令和５年 11月 18日（土） 

17:00～20:00 

生田 そばカフェ生田村

周辺 

淡路市生田畑 152 

・ミニそば（先着

100 名）、そば茶ふ

るまい 

・そばカフェ営業 

令和５年 11月 23日（木･祝） 

17:00～20:00 

長澤 東山寺 

淡路市長澤 1389 

紅葉のライトアッ

プ・写真スポット 

令和５年 11月 25日（土） 

17:00～20:00 

柳沢 みか谷池周辺棚田 

淡路市柳沢丙 93 

米粉団子、しょうが

湯のふるまい 

※あわじ環境未来島ホームページ 

https://www.awaji-kankyomiraijima.jp/5722/ 

※Google マイマップ 

https://www.google.com/maps/d/viewer?mid=1mS2GilhDwVBKmxLKB-

oxpBjtMw1ZGhw&ll=34.48027599137117%2C134.8521365657258&z=12 

 

２ 料金 

 全会場入場無料 

 

あわじ環境未来島 HP 

Google マイマップ 

https://www.awaji-kankyomiraijima.jp/5722/
https://www.google.com/maps/d/viewer?mid=1mS2GilhDwVBKmxLKB-oxpBjtMw1ZGhw&ll=34.48027599137117%2C134.8521365657258&z=12
https://www.google.com/maps/d/viewer?mid=1mS2GilhDwVBKmxLKB-oxpBjtMw1ZGhw&ll=34.48027599137117%2C134.8521365657258&z=12


 

３ 主催・協力 

 (1)主催 

  淡路島摩耶まちづくり協議会、生田地域活性協議会、五斗長まちづくり協議会 

  長澤元気村協議会、柳沢活性化協議会 

 (2)協力 

  ひょうご関係人口案内所、淡路県民局 

 

４ 関係人口活用モデル事業および淡路島竹灯籠について 

(1)関係人口活用モデル事業 

多自然地域に関心がある都市部の住民を「関係人口」として登録し、都市部と里山と

のマッチングにより、地域の応援団として地域づくり活動に参加してもらうことで、人手

不足等に悩む多自然地域の課題解決を図る。 

 

(2)淡路島竹灯籠 

少子高齢化が進む淡路の課題である放置竹林の減少と地域活性化のため、伐採した竹

を活用し竹灯籠として晩秋に棚田などに並べる地域リレーイベントとして平成 28年度か

ら開催。参加地域は淡路市５地域（五斗長、摩耶、柳沢、生田、長澤）洲本市１地域（鮎

原下）。令和２年度からコロナ禍で中止。 

平成 28年～令和元年までの４年間で約 4,000 人の来場があった。 

地区によって違いはあるが 500～2,000本の竹灯籠を用意した。 

今回は 800本程度の竹灯籠を作成し、５地区持ち回りでの開催を予定。 

 
これまでの開催風景（五斗長垣内遺跡 平成 29年） 


